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パーソナルコンピュータの、 汎用インターフェースをめぐる 

標準化競争 

0 高梨千賀子 (- 橋大商学 ) , 武石 彰 ( 一橋大イノベーション 研 ) 

行動に着目しているプラット フ オームリーダーシップに 対し。 

本研究の目的は。 規格の標 2% ヒ 競争を決するメカニズムに ①失速した技術であ る 工 394 との比較、 ②標準化を働きかける 

ついて考えることにあ る。 側 ( インテル ) の行動と働きかけられる 側 ( 補完 

具体的な事例として 取り上げるのは、 1 02 つを取り入 榊ゐ 。 これらの視点から 1394 と 
競争をブチ俳に 辿ることで。 インテル； ミ 自社の思 

ケースであ る。 なぜ、 何に実現しているかをより 深く探る。 

開発で先行し 高性能を実現させた 工 394 に。 後発で低速だっ 本研究では、 様々な立場。 利害、 思惑をも 

が 勝ったのか。 これが分析の 問いかけ や こなる。 相互作用やそこへのインテルの 働きかけ； 

標準化を巡る 議論には、 優位な技術が 標準となるとむ う技 準化 競争に重要な 影響を及ぼした、 れづメ 

の 背後にあ った 々  

において取った 行動を踏まえたうえで 

業者を巻き込むために 規格策定のために 形成した 

体 に焦点を当て、 その組織とそれに 参 カロした企業がその 後の 

普及プロセスで 補完業者を巻き 込む上で、 どのように機能した 

@ こおいてはあ る特定企業のリーダーシップこそが 重要だとす か 、 それがどのよ 引こ標準化競争に 影響を与えたか 考察して 
みたい。 

する。 本研究では、 このリーダ   

で 策定された産業用診断バスを 
C は複数のモジュールがオープンなインターフ ヱ一スを 

通して結びつき、 ひとつのシステムとして 働くオープン 

一ル 。 システムであ る。 このようなシステムにおいては、 

確に規定され 公開されると 共に固定されている。 企業の競争 

は 同一のモジュール 内で行われ、 その結果として 々  / ベーショ 

ンが 進展する。 しかし、 モジュール毎に 進化が進んでいくと、 

が ボトルネックとなってシステム 全体としては 能力が るコンソーシアムにて、 インテルの内部バスをべ ー スにマウス 

うまく生かせないとし ラ 状況に陥り、 

の 見直しは簡単なこと 、 公式にリリースされた。 
いるモジュールが 多ければ多いほど、 調整 は 困難になる。 企 と プレイ とし ち抜き差しが 自由にできる 汎 

業 ごとに利害が 異なるからだ。 あ る は コンピュータを 申， むに 考 
せていくためには、 各モジュールに 存在する企業の 利害を調 えた、 コンピュータのコントロールを 必要とする ツリ 一型の構造 

整し 、 これらの企業にその 技術を採用するよう 導いていく必要 を持つのに対し、 3394 はホストコンピュータを 必要としない 
があ る。 ここ @ こ リーダーシップの 重要性があ る。 という構造であ るとⅤ う 点で異なる。 自社のぬⅤ機器 
上述のプラットフォームリーダーシップでは、 インテルは自 を PC と対等にっ な ぎたい日本の 家電メーカーは、 この構造に 

テム全体の進化に 向けて様々な 関連主体を 着目 

見直しを主導してきた 企業として位置づけ 基本的仕様の 開発に約 20 年を費やした。 さら @ こ 、 95 
られている。 本研究で は 、 基本的にプラットフォームリーダ 一 年に デ ジュールとなった 後に、 接続されるモジュールにおい 

シップの議論を 踏襲しっ っ も、 インテル側から 見たインザルの て 関連する技術の 標準化が進められた 結果、 主要な製品が 
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テルのマイクロプロセッサ は 内部バスの速度に 左右されずに 

きるよ引こなる 一方で、 アーキテクチャにおける 主導権 

から奪い取るこ 呂こ 成功した。 さ封 こ 、 インテルはマイク 

ロプロセッサの 性能 向 システム全体に 及ぼすために。 

マイクロプロセッサを 取り巻く環境、 すな む ち チ ジ ブ 

セットの 内製 化を推し進める。 この過程で。 インテルはチップ 

セッ ㌃メーカーを 買収していった。 

インテノ ン @ ま、 その後、 従来の制御部分 鮭 ントローラ ) を、 標 

準化を通してオープンにしつつ " インテル策定の 新規格に 

財は請求していない 

ことだ。 つまり。 知財を設定することで 利益を上げることを 目的 

にしているわけではない。 インテルが求めていることは、 規格 

を 主導することで、 インテルがあ ずかり知らぬところで 進化が 

起こるこどこよってインテルが 被るかもしれないリスクを 取り除 

き。 進化を自分に 有 捧 l 校方向へ進めることであ る。 US 
ら 関わることで、 周辺機器の進化に 関与することが 可能となっ 

た ヒ " 

の チップ規格に 採用された 

においては周辺機器 ( 温 u@ こ あ ったソフト 上 

こ 取り込も う とするものであ った。 これは ア 

にも採用しょうとしたの 

の 依存度を高めるほ 

も インク， ル の事業戦略にぼ 好都合だった。 

術をブ リ一で公開するとしていた。 少なくとも技術者のレベル 

ではそ 弘 う話だった。 

年 Ⅱ月のスティー ブ   ョ フスのアップルへの 復 

活 以降、 事態は大きく 転換する。 革 3 に 関連する技術に 対し 

て パテントを要求すると むづ 方針に出たのだ。 ここには。 

も 含まれていた。 し力塊 、 1 ポ一 

の パテン㌻ 料 だった。 

インテルは こ柑こ 対し猛烈 こ 抗議した。 そして。 US 

ットィヒ することを見送るとともに。 

こおいて》。 さらを こ は。 マウスやキーボード   

の間でどちらに 流 おるかが競争の 焦点になった。 さらに、 外付 
けのストレージ ヂ バイスは日本のサードパーティが 牽引してい 

る " 当時。 外付け市場が 成長しているのは 日本であ り。 あ まり 
大きくない欧米では 大手 ス ㌃レージメーカーは 拘 

った。 

では。 日本のストレージメーカー や ザードパーティほどのよ 

う な動きをしたのだろうか 

97 年ですでにデスクトッ 
かったが、 実際に安定し 使える環境になってきたの 

に 不明確な部分が 多かった 

れ 、 さらを こ 、 これまで不十 

が サポー㌻されるよ 引こなってから 
だった " 

しかし、 その頃 になってもザードパーテ 榊ま U 

ぼ 市場を探ることからはじめた。 彼らの多くは、 自らのモジュー 

実際、 大手ストレージメーカー A 社では、 n3 

いては 99 年と出荷が早かったが、 U 

また、 ザードパーティへの 

応 ベアドライブ け ンボード ) を出荷した。 

給が五年遅かった 理由はザードパーティへの 配慮 
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だった "A 社から 供給を受けているサードパーティ 
では、 US ぁ用ベアドライブ   
の SC 鰯 用のデバイスを U 1394@ こ 変換するコン ノモータ 

一のケーブルで 市場反応を探った。 当時、 まだ市場が US 

のいずれに動くかがわからなかったためだ。 

ちらに転んでも 対応ができると 判断した " 特に 、 

一方、 1394 は当初から 早レ 転送スピードを 実現させており。 

上述のように 応も進んだ。 しかし、 ストレ 
- 、 ジメ - カー れう 構造や電源供給の 

幅への技術的対応が 困難であ り開発に手間がかかり、 さらに。 

チップメーカーへのアクセスも 容易ではなく、 チップも高かっ 

た。 これらが。 結果的にコスト 高に繋がった。 
C 離に比べればはるかに 伝送スピードが 遅い。 これに対して 

消費者がどのような 反応を示すか 不明だった " 

印刷業界などで 売れて を コンシューマー 用にも拡大 

するために、 これらの 活用しょうと 考えていた。 

においては、 お 社は米企業 

換 ケーブル開発を 行った。 

フ 。 リンター用にコンパクトでシンプルな 

では。 当時、 すでにプリンターメーカ 

1.1 へ 切り替えるソリューションを 開発してい カ ㌔ 

社 では。 あ るコマンドが 来たら 

テ -- ㌻ ロ ジン ) を作っており、 こ 

に 組み込んだ。 1 社では 社の作った サう つ時評価した " 

( インプルメンターズフオーラムれこ お 

ス のひとつの仕様をまとめる チ アマ ン だった。 したがって、 五社 

仕様をど うチ 、 ソプに盛り込んで レう たらよいかめう 

ており、 それが共同開 翻 ㏄生かされたのだった。 

市場反応がよ しセ 分かると、 サードパーティではケーブル 

や コネクタからべアドライブに 変換ボードを 組み合わせた 

製品へと切り 替えていった。 さ ㍻ 

てくると競争の 焦点はコストにシフト し 、 

ボード上に変換チップを 搭載した オ 
ざ 拭こは変換チップを コントローうぬ まへ ワンチップ化し 

た ドライブを開発し、 2 年に相次いでザードパーティ @ こ供 

給して レ ㌧ た 。 

たヂ バイスが。 当時日本で売れていた 

に伝送スピードに 差はあ ったが。 消費者 

、 った 。 ぇ -@ 螺 機器は。 また。 価格が高 力り 

た 。 このよ引こして。 ストレージ製品は US 且且のころから 徐々 

ぼ 、 その重要部分であ るコントローラ チッ 

規格のコアメンバ 一であ っ 

あ った。 コアメンバ一には、 半導体が一カーとしては 

ンテルのほか、 フィルプスも 入っていたが、 投入 @ 

開発できたのほ、 インテル と 

への転換に際してほ 

プを 載せ、 周辺機器メーカ 一の ヂ バイスと接続して、 評価を行 

う など、 周辺機器メーカ 一の開発を支援していった。 

オープン。 モジューノ ン 。 シ 

ステムにおけるモジュール 間の相互依存関係や 相互作用が 

変ィ 比することを 意味する。 モジュールシステム 

が モジュール内部深くまで 影響を与えな レせ 

コール化されている。 しかし。 それでも、 モジ 

分 と他の要素間で、 あ るいは、 

で 繋がれるモジュールとモジュールの 間で。 一時的に 

知識が必 熟 こなる。 

では、 製品アーキテクチャが モ 

タ チ ャ がモジュールからインテバラ 刈 こ シフトすると 

習 するには時間がかかるとされている。 

一方。 正式に組織体制 
れ 学習していく 方法としては 
トキ " パ - 、 バウンダリ フ 

どの人材を配置するものがあ る。 

に 際し。 モジュールメーカーはどのよ 仮 こして 

、 ケーブルソリューション こ 向けて手助け 

製品を立ち上げていったケース 旗日 

本のザードパーティもこ 随所に見られた。 

年にインテルが 設立したものであ る。 そこの 

) では、 インザルを中心 

にしたコアメンバー ( 当時 7 社 ) が策定した基本的 ィ 七 %( コア ス 
ペ ソグ をべ ー スにしながら、 周辺機器部分の 規格 ( プリンター、 

ストレージなどの 規格でクラススペックと 呼ばれる ) を策定した。 

のメンバ一なら 誰でも 参力ロ できる。 ロ 

ヘッドにはコアスペックに 精通し、 コアメンバ一に 近い企業力 ; 

就任しており、 ヂ バイス側の規格とコアスペックの 整合性を保 

つ役割をしていた。 

策定されたクラススペックは u の ホームページ 上で公 
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閲 されているが、 当日 ぎ @ まそれを見て 作っても作動しないことが 

のころ ほ 、 規格にあ いまいなところが 

手を 、 _ 入らないものだった。 それが参画パンツ 

行の利となった。 日本のサードパーティが U 

るには、 そのようなメンバーへのアクセスし、 かれらの知識を 

組み込むことが 重要だった。 

では、 ストレージのクラススペックは 出来上がって 

おり、 問題ばコアスペックの 部分の動作に 限定された。 ここで 

も重要な働きをしたのは、 コアメンバ一だった 

C は他社ができない 技術を達成したため、 先行の利を得る 

ことができ、 信頼性の高いチップを 販売する 

ジメーカーへの 支援も精力的に 行っていった。 U 

機関として評価を 行っていたが、 その前に徹底 

価 。 改善作業をすることで、 での手続きは 形式的なも 
のになった。 

のほ 引ま 、 コアスペックが 出てきてから、 各団体 

で 必要と思われる 関連規格が 策 れていった。 コアスペック 

においては、 策定された規格 は からの電源供給を 受ける 

れる 6 ピニぺ ぎったが、 規格策定に参画した 家電メーカ一では、 

自社の家電製品を 接続するために 電源供給のいらない 俺 ピン 

仕様を開発した 鰯 ピン、 ピンはコネクタをつければ 互換性 あ 

た、 ブランド名も、 アップルは 

など複数作られた。 接続され 

ぞれのメンバーが 社製品を っ なげることを 優先する嫌いが 

あ った。 また。 工 394 皿 とレづ 組織はあ ったものの。 U 
そこに 参 ヵロしたメンバ 一のような役割はザードパー 

じられなかった。 

め 

以上みてきたよ う に。 新 の 登場に際し。 必要とさ担る 新た 

な知識を 、 モジュールシステムにおいて、 どのよ引こ提供して 

いくかは重要な 要素であ る。 規格に敏感な 周辺機器メーカー 

は自らの意向を 反映させようと、 策定にかかわる。 そして、 

規格に不明確な 要素が残る立ち 上げ期に先行の 利を生かし 

て、 製品化を図る。 一方、 日本のサードパーテイのように、 規 

格 策定にほ興味がないが、 消 メーカーを両にらみ し 

ながら、 製品 4% を進めようと は 、 そのようなメーカ 

一にアクセスして 知識を共有しながら、 共に製品開発を 行 う 。 

しかし、 一気に US お製品を作るのではなく、 既存のデバイス 
偲 CSI) を利用している 消費者を考えながら、 既存の ヂ バイス 
に変換させることで 市場反応をみていく。 

一カ一にとっては、 彼らはアンテナのような 役割 

インテルは、 補完業者が自由に 参加できる U 

規格に必要な 知識を集権 的 

らに、 その知識は参画メンバー に 引き継がれ。 参加してなか 

った 周辺機器 メ 一ヵ一でも、 彼らへのアクセスすることでそれ 

を 得ることができた。 このよ引こして 市場に知識が 蓄積し、 それ 

が 普及を支えたと 考えられる   

その一方で、 インテルは補完業者にとって 重要な 

チップ搭載やシステム 

の 必要性を作り 出し、 補完業者にとっての 雨 

げ 期に必要な知識を 十分構築できずに 分散させてしまい、 周 

辺機器の部品調達から 開発までコスト 高にする一方で、 規格 

そのものが分裂するなど、 市場を分断させていたと 考えられる。 

高速化と レづ 事態に十分に 対処できなかっ 

ヒ 競争は、 普及をもこらんだ 

規格策定の方法と 組織のあ り方についても、 示唆を与えてい 
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